
逆引きテクニックマニアル 2024/03/03

（ページは追加方式で登録のためこのメニューの順番とは異なりますので目次からの相互リンクで移動してください）

従来のマニアルを基本の詳細マニアルとし、ここでは部分的なテクニックのみを記載していきます。
目次１（類似項目を追加していきますのでページは任意に変更されます。） ●メール周知済、最新登録、・作成予定

メイン画面編
● ワーク画面と業務日誌相互間コピー（業務日誌欄の効率的修正）：ワーク欄を使って簡単に修正を行う－１
● 業務日誌欄とワーク欄の相互コピー（ショートカット） ：ワーク欄を使って簡単に修正を行う－２
● 時間の取込と設定：いろいろな時間の設定方法、他のプログラムからの異なるフォーマットの時間取込
● 日付（期間）検索：日付による検索と範囲指定した検索
● 登録時の時間の取り込み：現時間への変換取込、そのまま取り込み
● 絞り込み検索：メイン画面での簡単な絞込み
● 先読検索：先読み検索による入力支援
● コールサイン欄での検索：交信状況、郵便番号、IOTA、ｿﾞｰﾝ、GL、ZA、温泉地、道の駅、日付
● LoTW、ｅＱＳＬ等への自動送信（1～4）：簡単に送受を行う、および、ダウンロードデータ処理結果の見方
● DXCCリストの状況を確認する（１ ～ ２）：コンファーム済、ＱＳＯ済、年間ＤＸＣＣなどをグラフ数値で確認する
● 「年間DXCC、ＦＴ８」等各リストメンテナンス（１ ～ ２）：リストがおかしい場合の補正方法
● 画像管理：登録する・見る
● バージョンアップの仕組み：各データのアップデートの仕組み
● ｅQSL管理：簡単に送受を行う
● ＪＡ局の免許状況、ＪＣＣ、住所、調査：郵政省のホームページの活用
● グーグルマップとの連携：相手のロケーション等近辺表示
● 緯度・経度からの距離ビーム角度計算
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下線行への移動方法 ： [ ｸﾘｯｸ] 又は [Ctrl]＋ [ ｸﾘｯｸ]で直接移動が可能。
移動先からは右上等の［目次＊］を[ ｸﾘｯｸ]等で移動(戻る)
本文中にも項目間の移動リンクがあります。



目次２（類似項目を追加していきますのでページは任意に変更されます。リンクで移動してください。 ）

● DXCCのビーム角度と距離の精度アップ：初期は東京近辺となっていますが、これをローカル近くに変更します。
● ＲＴＣ画面：設定と位置確認
● 地図画面：ロケーション表示とＧＬから過去の交信局を表示
● 画面位置設定：各画面の表示位置を設定手順（－１、－２）ツール編も参照（移動先からリンクしています）
● ＬｏＴＷ等への自動登録 ： ｌｏｔｗ等への自動登録方法を記載
● ｅＱＳＬへの登録 ： ｅＱＳＬへの自動登録方法を記載
● クラブログ等への自動登録設定（1～4） ： クラブログ等への自動登録方法を記載
● ＥＱＳＬのＡＤＩＦファイルへコメント添付
● クリック位置と同一データの検索
● バンドスコープ画面の活用（バンドスコープからの検索）
● オプション画面の位置設定
● ファイル内容確認

環境等設定編
● ＢＧＡＬＯＧ初回インストール時の設定事項：ＰＣにインストールするファイルや設定
● 無線機コントロール：無線機別設定
● ＣＩ－Ｖからの周波数とモードの取り込み：ＬＩＦ－５９、ＩＣＴ－１８（CT-17）
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目次３（類似項目を追加していきますのでページは任意に変更されます。リンクで移動してください。 ）

テルネット編
● ペディション局等の抽出 ： 年間ニュー、クラブログ登録、ペディション局、ウォンテット局で「星取表」未ＱＳＯ局を抽出

● ＤＸＣＣ穴埋等ニューの抽出 ： ＤＸＣＣニューの局を抽出

● ＤＸ穴埋ニュー、モードバンドニューの活用 ： ＤＸＣＣ登録：Ｎｏｔコンファーム局を一発抽出

● 交信状況表示やリストが不一致となった場合（ＦＴ８、年間ニュー、ＤＸＣＣ）

ＦＴ８編
● ＦＴ８（４）等の取込周波数：キャリア（基本）周波数の取込（２ページあり）

● 年間ＱＳＯ、ＤＸＣＣ欄の整合：ＤＸＣＣリストとＦＴ８画面の内容が異なっている場合の整合方法
● ＩＣ－７８５１等の最新機種でのコリジョン（衝突）防止：桑原OMのCT-17を利用しての設定方法例
● ＦＴ－ＤＸ１０１でＦＴ８：リグの設定、ＪＴＤＸ等、設定方法（２ページあり）

● ＦＴ８からのコールサイン取り込み時の周波数の扱い：リグの設定、ＪＴＤＸ等、ＬＯＧ間のいずれかが非同期の場合の設定方法
● ＦＴ８デコード：ＣＰＵの能力とデコード設定について
● ＦＴデコード取込画面
● コムポートが１つしか無い無線機でのＦＴ８やＣＷ、SSB、等をコントロールする方法の提案
● ＪＴＤＸ、ＷＳＪＴ、ＢＧＡＬＯＧの各データの整合

ペディション画面編
● ペディション画面 ： 操作
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目次４（類似項目を追加していきますのでページは任意に変更されます。リンクで移動してください。）

印刷編

ツール編

● 画面の表示位置、標示・非表示、調整したい：画面が再表示ができなくなった、現在表示の位置を記憶させておきたい等
● 外部ソフト（ADIFﾌｧｲﾙ）からの取り込み、デュープチェック

エラー編
● 未解決エラー：ＴＣＰＩＰ接続等
● ヌルチェック等エラー対策：ヌルチェックエラーの発生原因と解決方法(エラーの発生しない正しいデータとするためのチェック)
● ワンドライブの弊害（毎回起動の都度バージョンアップが表示され、バージョンアップ直後はｏｋであるが再起動でバージョンが古くなる）

その他
● 複数無線機のコントロール：複数の無線機をコントロールする当方の事例を紹介
● バックアップと回復：編操作ミス、等によるデータが壊れた場合の回復方法

（データ復旧マニアル.pdf にも詳細があります。）
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ワーク画面と業務日誌相互間コピー（業務日誌欄の効率的修正） ：ワーク欄を使って簡単に修正を行う－１

① [Ctrl] ＋ [ ｸﾘｯｸ]
クリップボードへコピー

② [Shift]＋[ ｸﾘｯｸ]
クリップボードから張付

ワ
ー
ク
欄

業
務
日
誌
欄

チェックに注意(赤色は表示の時間でｺﾋﾟｰ)、日時の［ＣＰ(ｺﾋﾟｰ、ﾍﾟｰｽﾄ)］はどの位置で実施しても日時全体としてとらえてコピー等ができます。

クリックで行全体をワーク欄へコピー（ ）します。 メイン画面内のワークランと業務日誌間の相互で使用できます。（詳細は次ページ）

③ [Ctrl]+[Shift]+[ ｸﾘｯ
ｸ]

同一項目間コピー

（詳細次ページ）

業務日誌 & ワーク欄［全項目 共通］

（日付専用ボタン）

業務日誌 &ワーク欄 欄相互コピー
ボタン

↑ ＝ 業務日誌 ⇒ ワーク欄（日時欄）

↓ ＝ 業務日誌 ⇐ ワーク欄（日時欄）

Edi ＝ 修正画面で業務日誌を修正
Clp ＝ クリップボードの日付をワーク欄へ

コピー（Eqsl等⇒ BGALOG日付形式へ自動変換）

日付⇒日時修正マニアル表示（オンラインヘルプ）
（日付欄を含む）

（ショートカット）

目次１へ
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操作 基本 クリック
場所

コールサイン 日時 その他の項目 記事

[Ctrl]+[Shift]
+

へ
コピー

＆
張付け

ワーク欄 業務日誌欄書換
登録内容確認有り

数字部分 ＝業務日
誌欄へ日時書込み 位置の項目と

同一の項目欄へ
相互コピー

コールサイン欄、

日時欄のみ動作
が異なります。

操作は全て
(クリップ

ボード)経由で実
施されます。

全複写は[ ]の

列部分をクリッ
ク

業務日誌
ワーク欄へ
行全体コピー

業務日誌欄 ＝ワー
ク欄へ日時書込み

[Ctrl]+

([Ctrl]+[C])

へ
コピー

ワーク欄 へコピー へコピー
(年～分全てセット)

ﾌｫｰﾏｯﾄﾁｪｯｸ有り
へコピー

業務日誌 へコピー（ﾜｰｸ欄
へもCallのｺﾋﾟｰのみ実施）

[Shift]+

[Ctrl]+[V]

から
張付け

ワーク欄
から張付け

登録内容確認有り

から張付け
(年～分全てセット)

ﾌｫｰﾏｯﾄﾁｪｯｸ有り

から張付け
業務日誌

コールサイン欄と日時欄のみ記本部分と異なる動作があります。
注：コールサイン欄：先読み設定の場合はＮＷ検索は行いませんが自動で同一局を抽出します。 行全体を複写

日時欄：いずれのコンボボタンをクリックしても同様の動作となります。
また、▼部分は数値変更となり、日付形式でない場合はエラーメッセージを表示します。

操作欄：上段は＝の下段に類似していますが、参考であり全く同じではありません。
年～分全てセット：いずれの部分でも数字の部分をクリックすれば同様の動作となります。

＝クリップボード
＝マウス左ボタンクリック

＝

＝

● 業務日誌欄とワーク欄の相互コピー（ショートカット）：ワーク欄を使って簡単に修正を行う－２ 目次１へ



時間の取込と設定

現時間 □＝登録時に設定時間に関係なく登録時の時間になります。
レ＝そのままの状態で登録します。

注意 コピー時などの状態により自動的に変更になります。

時間の変更方法

・ プルダウン選択
それぞれのプルダウンメニューから選択します。

・ 現時間取込
をクリックで現在の時間に書き換えます。

業務日誌から取込
業務日誌の日付部分 をダブルクリックでその時間を取り込みます。

他のソフトの日付から取込
他のソフトの日付をクリップボードにコピー後 ボタンクリックで自動的にＢＧＡＬＯＧの時間に変更して取込

ＭＡＲ等が月に自動変換されフォーマットも変更して取り込みます。
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日付（期間）検索

年、月、日を指定した検索
①で必要な部分のみにチェックを入れて②の日付検索をクリック（組み合わせ自由）

年月日の日付指定検索：全てにチェック
年指定：年にのみチェック
月指定：月にのみチェックで年にかかわらずその月を検索

「期間指定検索」で範囲を指定した検索ができます。

「いつから」「いつまで」の文字をクリックして「直接修正」または、
「マウススクロール」で日付を変更できます。

日付取り込み＝ワーク欄にその日付を取り込みます。

選択期間検索開始：メイン画面に交信局を抽出しその件数が表示されます。

① ②

①＝左から年、月、日

範囲を指定した検索

8

目次１へ



● 登録時の時間の取り込み：現時間への変換取込、そのまま取り込み

チェックボタンのカラーに注意（□＝ブルー、レ＝レッド）

１ 起動直後：環境設定内容への登録の通りとなります。

２ 業務日誌からの複写時：チェックが入り現時間登録となります。

３ 業務日誌への登録後のモード：環境設定内容への登録の通りとなります。

４ 業務日誌からの複写時：チェックが入り現時間登録となります。

５ 上書きボタンクリック時：オプションにかかわらずそのままの時間で登録

・ 環境への登録：オプションにかかわらずそのままの時間で登録

直接書き込み

オプション設定画面

登録時の時間に
変更登録

登録時に表示通
りの時間に変更
登録

巌時間ボタンクリック：
クリック時の時間に変更
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絞り込み検索：メイン画面での簡単な絞込み

複雑な検索は「⑩ 複合検索＆書き換え」で実施しますが、メイン画面でも絞り込みが可能です。

実施の流れ
ＺＤ７、ＣＷ、１０ＭＨＺをＡＮＤ検索の例

① 条件設定 で［□＝AND、レ＝OR］いずれかを選択

② に［レ］チェック

③ プリフィックスに［ZD7］を入力して上の［プリフィックス］をクリック

④ モードの［ＣＷ］を選択してその中の ［検索］を選択

⑤ 検索周波数を［１０．］に入力してその中の ［検索］を選択

⑥ のチェックを外すと絞り込み検索が完了します。

②~⑥の間に条件を入れ検索行為で完了です。
③~⑥については２件以上の条件を入力します。１件でも検索できますが、意味がありません。

入力欄の上が［ボタンの場合はクリック］し、プルダウン項目の場合は検索を選択します。

※ コールサイン欄は絞り込みに使用できません。

検索開始

条件入力後
 ＆上の

ボタンor検索を選択

（項目選択は順不同でOK）

チェックを外し
検索を終了

検索結果
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先読検索：先読み検索による入力支援

チェックを入れると一文字入力毎に先方一致で検索が実施されます。
目的の局が表示された時点で［↓↑］キーまたはマウスでクリックでそのコールサインが取り込まれます。

Ｊ５まで入力時 希望の局まで［↓］キー エンターキーで取込・検索が実施されます。

先読み時の問題回避方法（すでに入力されている局名より短い局を入力する場合）
次の様に文字列の長さが短い局を入力しようとそのまま［K5T］を入力すると［K5TR］が取り込まれてしまいます。
この場合は［K5T］にスペースを１文字入れてください。 

後ろにスペースを入力して検索すると
スペース自動で除かれ正しい「K5T」
が入力されます。
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コールサイン欄での検索（各テキスト欄での検索も可能）

赤枠＝未交信局 ⇒
過去の交信状況（先読み部分一致検索：先読み検索を参照）

コールサイン ＋ Enter  ＝完全一致検索、
同 ＋ □＝先頭一致検索
同 ＋ レ＝部分一致検索

郵便番号から住所
例：799-3111 ⇒ ＪＣＣ番号、住所、ＺＡ番号がワーク欄に入力され該当のＪＣＣ局を抽出

IOTA
例：AF-016 ⇒ ＩＯＴＡ欄に［AF-016］を入力し、該当のIOTA局を検索。

ゾーン

例：AF-39 ⇒ ゾーン欄に［AF-39］を入力し、該当のゾーン局を検索
ZA

例：ZA1569 ⇒ 備考欄に［ZA1569］を入力、JCC設定後、該当JCCの局を検索
温泉地

例：YU-3520 ⇒ 備考欄に［YU-3520］を入力、JCC設定後、該当JCCの局を検索
道の駅

例：38-05 ⇒ 備考欄に［RS-38-05］を入力、JCC設定後、該当JCCの局を検索
日付(6桁以上の入力が必要 YYYY/MM/DD)

例：2020/03/01 ⇒ 先頭から一致した日付を抽出
注意：日付は6桁以上の入力で先読検索

Enterを押すとカレントの局を抽出します。
特定の局を抽出するには［↓↑］＋［Enter］

またはマウスでダブルクリック
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LoTW、ｅＱＳＬ等への自動送信－１/4
チェックを入れると次のことが出来ますが使用するための準備が必要

送受先への登録（パワード等使用するための手続きを実施）
環境設定（使用宣言、相手から取得したパスワード等の登録）

ボタンクリック（ＦＴ登録含む）の都度自動的にＱＲＺ、
ｌｏｔｗ、ｅＱＳＬ（eQSL画像内）へ自動送信（受）実施

送信後はＬＯＴＷ、ēＱＳＬには送信済マーク（Ｌ、Ｅ）が挿入
ＱＲＺ、クラブログについては、送受記録は相手方のホームページで確認
エラーについては、メッセージ欄等に表示

自動受信：検索時に検索する項目を設定

:QRZ（XML有料登録者：データ量と内容も豊富）

:HAMQTH（無料：データ量と内容は少ない）

自動送信：送信したい各項目にチェックチェックを入れる
BGALOGへ登録の都度自動送信が行えます。
QRZ.ログ（XML有料登録者：QRZ内の各種ツールが使用可能）

登録の都度、自動的に送信します。
クラブログ（登録者：QRZ内の各種ツールが使用可能）
ＬＯＴＷ（登録者：QRZ内の各種ツールが使用可能）

TQSL.exeを起動（LOTWからのダウンロード等を行います。）

ダウンロードフォルダーにあるADIFファイルをBGALOGフォルダーに移
動して「lotwreport.adi」ファイルから自動的にBGALOGへ取り込みま
す。（ADIFフォルダーにない場合はBGALOGフォルダーを検索）

目次１へ

ēＱＳＬ
ここの文字をクリックでEQSL管理へ移動

WAS、その他のｄｘ管理ボタンが表示されます。
ダウンロードデータの取り込み
TQSLを起動してダウンロード等を実施

カレントの局を直接送信

● ＬｏＴＷへの自動登録 ： ｌｏｔｗへの自動登録方法を記載
この場所も確認してください。



LoTW－２/4：TQSL.exeにより一括で簡単に送受を行う（メインマニアルのＰ７１~７４参照）

から未送信のデータ作成 ⇒ アップロード ⇒ ダウンロード 迄の一連を実施

送受処理
１ 図①にて［１］を選択して実施 ⇒ Ｌ欄に 発送済のＬが入ります。
２ 引き続き図②が自動で起動されます。
３ 図②－１をクリック ⇒ 作成された［C:¥BGALOG¥JA5BGA.ADI］を選択して送信します。
４ 図②－２をクリックして［ＬｏＴＷ］に接続します。
５ ＬｏＴＷにログオン後、［YourQSO］から［Download Report］でダウンロードします。
６ 保存［保存］を選択します。（注意：開かないようにします。）
７ 以上で［C:¥Users¥ja5bg¥Downloads¥lotwreport.adi］として保存されます。
受領登録処理
８ ［DLﾌｫﾙﾀﾞ～LOG取込］により自動でＤＸＣＣリスト等の更新が行われて終了です。

※ 重複していてもＯＫです。右の様に登録済として無視されます。
※ 右の画面は一時的に［MSG.TXT］に保存されており［メッセージ欄］や

［ファイル内容確認］で確認できます。
※ 記号が［Ｒ］の場合は処理済でＯＫですが、記号が［Ｃ］の場合は、コールサイン、周波数、

モード、時間、の一部が不一致のため、直接手動での修正が必要です。
※ 一度、発送したデータを再度送付したい場合は、［Ｌ］欄の記号［L］を半角のスペースに

置き換えると次回の発送に含まれて送信できます。
※ この送受方法を用いないで により直接送受する方法もあります。

図①図②
図②－１

図②－２

14
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LoTW－３/4：ダウンロードデータ処理結果の見方
補正の必要なデータ（要手動訂正）

自動登録：ＬＯＴＷにヒットしているデータがＢＧＡＬＯＧにない場合
ＬＯＴＷのデータをもとに登録しますが、内容が正しいかチェックが必要です。

新規一致：ＬＯＴＷの登録内容とBGALOGが一致

処理済み：すでに過去にチェックして登録済のため、
未処理となったデータです。

部分不一致：ＬＯＴＷの登録内容とBGALOGが部分的に不一致
となったデータです。

自動登録：ＪＡ５ＢＧＡへ
表示されているテキストデータ
を送信できます。

15
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LoTW－４/4：ＱＲＺ・ＬＯＧＢＯＯＫへの登録（ＸＭＬ契約者のみ）パスワード

自動アップロードの例
（右の数値は登録件数）

コピーして登録（右にKEY表示ボタンがあります。）

このボタンで設定画面が表示されます。

ＬＯＧＢＯＯＫ画面 ： クラブログ連動画面

BGALOG環境への登録
QRZｱｸｾｽｷｰ（API KEY）

検索用
送信宣言

送信用

このボタンでクリアーに見えます。



ＤＸＣＣの状況を確認する：コンファーム済、ＱＳＯ済、年間ＤＸＣＣなどをグラフ数値で確認する

起動直後は右の様にコンファーム済の表示となります。

QSO済や消滅を含めた画面を見る
次の図③のプルダウンを選択

年間QSO済を含めた画面を見る
・ 次の図②の年を選択し⑤を選択

メイン画面、複合画面での検索済分を見る
・ 検索後図②の⑦を選択

ＬｏＴＷでのヒット分を見る
・ 図②の⓺-1を選択

デジタル分のみのＱＳＯ分を見る
・ 図②の⓺-2を選択

検索済のデータのＱＳＯ数を見る
・ 図②の⑧を選択

図②

図①

2019年のＤＸＣＣ交信内訳
2019年のバンド別
モード別交信数内訳
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DXCCリストメンテナンス－１/2：ＤＸＣＣ番号によるＤＸＣＣ補正
・ 消滅、ニューＤＸＣＣが登録された場合

 ※ 通常は新しい［BGADXCCLIST.TXT］がフォルダー内にあれば自動で更新されます。
  ＤＸＣＣ番号は唯一無二の番号でありどのプログラムでも共通で使用されています。
  プリフィックス名やエンティティはプログラムごとに表現が異なっています。

手動での修正が必要な場合の修正方法
ＬＯＧのハングアップなどでＤＸＣＣリストが壊れた場合（リストがおかしい場合）
消滅、ニューＤＸＣＣが登録された場合で自動で実施されなかった場合
※ 何らかの事由で自動修正が実施されなかった場合。

自動修正される部分

修正されない部分

⇒ 新しい［BGADXCCLIST.TXT］があれば自動（or 手動）で修正されます

⇒ 自動、手動、 にかかわらず修正されることはありません。
ＤＸＣＣ番号を除き、プログラム内の各ツールにより自動修正が可能です。

ク
リ
ッ
ク
そ
の
後
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

お
か
し
い
と
思
っ
た
ら

この部分がDXCCリストのベースですので修正等をしないでください。
不自然な場合は当方へレポートをお願いします。
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「 年間DXCC、ＦＴ８」等各リストメンテナンス－２/2
・ 年間ＤＸＣＣの補正

 業務日誌の削除、モード修正、周波数変更などで年間DXCCがおかしいくなった場合には
 「年間」ボタンをクリックすると当該年の業務日誌を基に年間ＤＸＣＣリストを再構築
 します。
 同時に「2019DXCC.TXT」の様に「年DXCC.TXT」を作成します。

・ ＦＴ８保守
 業務日誌の削除、モード修正、周波数変更などでＦＴ８の交信がおかしいと感じた場合は
 「ＦＴ保守」ボタンをクリックすると業務日誌よりＦＴモードをすべて抽出し、そのデー
 タによりＦＴモードのリストを再構築します。

・ ＤＸＣＣリスト保守
 「ＤＸ保守」ボタンをクリックすると業務日誌のデータによりＦＴモードのリストを再構
 築します。

・ ＪＣＣリスト保守、ＩＯＴＡ保守
 ＪＣＣリスト内の「ＤＸ保守」ボタンをクリックすると業務日誌のデータによりＪＣＣ
 リストを再構築します。
 ＩＯＴＡについてはツール内に有ります。

※ ＤＸＣＣについては上記の他に「ツール⇒ＤＸＣＣ保守」内にも各ツールがあります。

作成例
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画像管理：登録する・見る（詳細はメインマニアルＰ－７１~７４参照）
ｅＱＳＬからの画像取込と登録（eQSLへの登録関係が出来ているものとして記載）

・ にてeQSLへ接続
・コールサインのコピー：コールサイン欄をマウスでリバース反転させその内容をコピー
・BGALOGのコールサイン欄に［ｺﾝﾄﾛｰﾙ］＋［V］でコールサイン欄に貼付
・ eQSL処理済登録 で受領処理
・ をクリックして画像を表示 ⇒ 画像を右クリックで名前を付けてコピーを選択
・名前についてはコピーしたコールサインに変更 A35JT.JPG ⇒ A35JT-F 160F OC-049-F.JPG
・ＱＳＬＣＡＲＤ⇒ＴＥＭＰに画像ﾌｧｲﾙを移動 （TEMPへ登録）⇒ （QSLCARDへリネームして移動）
・ ボタンを押すとＤＸＣＣ番号やＩＯＴＡ番号等を付してQSL_CARD欄に自動的に移動して終了 コールサインの移動記号［/］のみアンダーバー［_］に変換

 その他はコールサインのみの記入でＯＫ
スキャナーを利用しての取込
・ｽｷｬﾅｰで読み込んだ状態はＡ４の画像ですので「ﾐﾆｶｯﾀｰ」などのツールで画像部分のみを切取
・ファイル名をコールサインに変更してＴＥＭＰフォルダーへ移動
・以下はEqslと同様の処理となります。

注意点
・ ［/］ｽﾗｯｼｭがある場合については［_］ｱﾝﾀﾞｰﾊﾞｰに変更
・ 処理前にｄｘｃｃ番号、ｉｏｔａ番号、ｊｃｃ番号、を処理しておく必要あり

画像表示
次の各場所から登録画像が表示

・［Ｐ］ボタンでｄｘｃｃ番号から表示

・業務日誌の［Ｑ］欄の ［F］クリックで表示

・ＤＸＣＣ、ＩＯＴＡ、ＪＣＣの各リストの［Photo］クリックで表示
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バージョンアップの仕組み：プログラムや各データのアップデートの仕組み

ＢＧＡＬＯＧ．ＥＸＥ
自動バージョンアップはＢＧＡＬＯＧとは別にＥＤＸＧホームページの一部に最新バージョンの日付を記載しています。
起動時にその日付と使用しているプログラムのバージョンを比較して最新の場合には次の様に最新バージョンと表示します。
古い場合にはアップデートをするよう表示します。
もし、自動でアップデートができない場合は、手動で「Ｖｅｒ アップ」をクリックすればアップデートが実施されます。

アップデートを実施するために必要なプログラム
ＢＧＡＬＯＧのアップデートには次のプログラムが必要です。
古いバージョンでないか作成日に注意願います。
ＥＤＸＧホームページに登録しています。

※ BGALOGのアップデートにのみ使用します。（ＢＧＡＬＯＧフォルダー内に必要）

その他の日付管理方法
次の様に［UpDate］でフィルターをかけると表示されます。
これらは、アップデートした日付などを自動で登録し次回日付でデータを抽出しようとした場合などに読み出されて仕様で気の仕組みとしています。
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ｅQSL管理：簡単に送受を行う（メインマニアルのＰ７１~７４参照）

自動送信と個別送信（［eQSL］へパスワード等が登録済であることを前提に記載）

レ ＝ チェックを入れておくと登録の都度自動で「 eQSLへ」自動送信
□ ＝ カレントディレクトリーの局を送信
送信後は［E］が登録

受領処理データの扱い
受領処理の［Ｒ］が記入された局は「ＪＣＣ」等のＪＡＲＬアワードでは、受領済として扱われます。（ただし、印刷が必要）
ＤＸＣＣ処理においては、受領と認められません。（ＬＯＴＷは受領扱い）

一括受領処理
ＥＱＳＬからの取り込みは月単位などの取り込みが出来ずアップしている全てのデータからの取り込みのみとなります。
そのため、７千件程度あると２分程度かかりますので高速化のために必要な月のみを取り込むと作業が早く終わります。
ただし、ＱＳＯ相手が古いデータを登録した場合はヒットしなくなります。

22
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ＥＱＳＬとの連携設定は「メイン画面」マニア
ルの「ｅＱＳＬ．ＣＣとの連携」を参照してく
ださい。

（次のマニアルを参照してください）

必要ファイルの取り込み
メモ帳などのテキストエディターで必要な月日の部分を
拡張子を「EQSL.ADI」の様に切り取ります。

ボタンをクリックして取り込み
未登録のデータのみ［R］が書き込まりれます。
取り込めなかったデータは「eQSL_CHK.TXT」で出力
取り込んだデータは「eQSL_UP.TXT 」で出力
既に「R」のものについては出力しません。

EQSL.CCからは全ての登録データが次の様に取り込まれます。
このままでも取り込みＯＫですが、時間がかかります。

必要部分のみを取り込むことをお勧め
します。



ＪＡ局の免許状況、ＪＣＣ、住所、調査：郵政省のホームページの活用

①ＪＡ局の免許状況確認
 クリックで［コールサイン欄］に記載されている局を郵政省のホームページをから検索します。

② カレントレコードへ住所、ＪＣＣ番号登録
１ ①で検索した住所をクリップボードへコピーします。

ＪＣＣ（Ｇ）リストには県名は登録されていませんので、市名等以下をコピーします。
※ ＪＣＣ（Ｇ）リストに合わせた住所のコピーが必要です。

２ ②へマウスを当てた時に［住所］［ＪＣＣ番号］が表示されていればそのままクリック
で［住所］［ＪＣＣ番号］がｶﾚﾝﾄ業に取り込まれます。

①
② 住所

免許情報等

23

目次１へ



グーグルマップとの連携：相手のロケーション等近辺表示

ＡＲＲＬ連携（ＸＭＬ：契約者）

（相手が緯度経度を登録している場合は正確に表示、未登録の場合はそのカントリーのほぼ中心位置が表示されます。）

ＤＸ局等検索の都度緯度経度が表示されていますので上のボタンで直接グーグルマップ
で検索ができます。

ストリービューでその付近の状況が確認できます。

コールサイン検索直後は次のように緯度・経度が取り込まれています。（緯度・経度から検索）

検索開始

住所からの検索（全員使用可能）

住所欄からのデータに基づき検索
（詳細な番地まで入れるほど正確な住所が表示）

（チェックをＯＮにします。）

ズーム画面切替
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伊予市下吾川１５４３－３

伊予市下吾川
（番地無し検索例）
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緯度・経度からの距離ビーム角度計算：QRZ.XML契約者のみ使用可能
QRZ.COM（ XML ）から送られてくるデータには緯度・経度が含まれていますので活用しました。

ＱＲＺ（ＸＭＬ）利用者 ＨＡＭＱＴＨ利用者

自局と相手局の「緯度・経度」
よりの計算値

環境設定への登録内容

ＤＸＣＣリスト
に登録値を表示



DXCCのビーム角度と距離の精度アップ：初期は東京近辺となっていますが、これをローカル近くに変更します。
手順：
１ ＥＤＸＧホームページより「DXCCビーム.zip」をダウンロードして自局近くの「***.PRN」をBGALOGフォルダーにコピーします。

２ 取込ボタンを押下すると右の説明文が出ますので確認してください。

３ 希望のファイル名を入力します。（例：伊予、松山市.prn）

４ 正常終了の文字が出れば終了です。

注意点 ： この修正内容はDXCCリストのアップデートがあると元の標準に戻ってしまいますので、アップデート後には再度実施する必要があります。

入力後のエンターで作業開始します。

地域ファイル名

ＥＤＸＧから取込のファイル
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ＲＴＣ画面：設定と位置確認

設定

※ フォーム切替に失敗する場合は次の環境設定を起動時の開始画面にて修正してください。（1つのポートを使い分けますのでうまくいかない場合があります。）

環境設定 ＲＴＣ１~４に使用台数分記入が必要：未使用分についてはスペースとします。

区 分 RTC1 RTC2 RTC3 RTC4

コントロール台数 １~４台 １台 位置表示用１台 位置表示用１台

ＲＴＣコントロール 〇 〇 Ｘ Ｘ

位置情報 〇 ＲＴＣ１にのみ表示 〇 〇 〇

画像の拡大縮小 Ｘ 不可 〇 Ｘ 〇

環境設定への登録 必要（Ｒ１~使用台数分を設定） 必要 不要

注意事項
ＲＴＣ１ ⇔ ＲＴＣ２相互間での設定変更の場合

コムポートが競合となる為ＢＧＡＬＯＧの再起動が必要
再起動不要

（位置情報管理としてのみ使用）
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● 地図画面：ロケーション表示とＧＬから過去の交信局を表示

バンド・モード選択 交信局位置表示

未交信局一覧

ＤＸＣＣの交信状況がカラーで表示されます。

交信登録局のＧＬによりその位置情報が表示されます。
（抽出局位置表示：メイン画面に抽出されている局により表示）

黄色ＤＸＣＣリストの登録位置
赤色メイン画面での検索局の位置

詳細マニアル表示

目次２へ
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● 画面位置設定－１/2：各画面の表示位置を設定

初期化：画面の表示位置をメイン画面の左上の位置に設定します。
メイン画面が表示されない場合に使用します。

個別の画面位置を設定：各画面を好みの位置に設定した後に設定すれば環境設定に
登録されます。
環境設定に直接書き込むことも可能です。

目次２へ

ここをクリックでツール編へ移動
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ＬｏＴＷへの自動登録 ： ｌｏｔｗへの自動登録方法を記載
目次２へ

１ ＬｏＴＷへの未送信データを抽出 ①
２ 登録ボタンをクリックの都度自動的に送信の有無を設定 ②
３ ダウンロードしたデータをＢＧＡＬＯＧに取込 ③
４ 左：ＴＱＳＬ．Ｅｘｅを起動、 右：カレントの局のデータを直接ＬｏＴＷへ送信します。 ④

説明
① ｌｏｔｗへ未送信（Ｌ欄がスペースのもの）のものを抽出して［ｺｰﾙｻｲﾝ.ADI］ファイルを作成します。

抽出したコールサインには自動で送信済の［L］を記入します。

② チェックがあると交信後の登録時にこの画面を非表示の状態で都度自動でLOTWへ送信します。
送信したコールサインには自動で送信済の［L］を記入します。
送信中に一時的にダミーの処理が面が表示されますが、終了時に自動で消えます。

③ ｌｏｔｗからのダウンロードデータの取り込み
ダウンロードフォルダーから［lotwreport.adi］ファイルを［ＢＧＡＬＯＧ］フォルダーへ移動し、
自動的に受領処理［L］登録、ＤＸＣＣ、ＩＯＴＡリストへも取り込みます。

④ 左：ｌｏｔｗへ接続するための［tqsl.exe］を起動します。
右：カレント行をｌｏｔｗへ１件ずつ送信します。（送信済を再送する場合は、［L⇒ｽﾍﾟｰｽ］に要変更）

送信したコールサインには自動で送信済の［L］を記入します。
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目次２へ
ｅＱＳＬへの登録 ： ｅＱＳＬへの自動登録方法を記載

１ ＥＱＳＬへ受領マーク［R］を登録  ①
２ カレント行を直接送信、 ３ ［eQSL.ADI］ファイルへ追記 ②、③
４登録ボタンをクリックの都度自動的にEQSL.CCへ直接送信 ④
５ EQSL.CC からの登録確認を表示しません。（４とセットで使用）  ⑤
６ ダウンローとしたADIFファイルから一括で取り込みます。   ⑥
７ 未送信データを抽出して［eQSL.ADI］へ追加登録を行います。  ⑦
 抽出したコールサインには自動で送信済の［E］を記入します。

追加説明  
① へ接続 内の登録を処理時にボタンクリックで［R］を記入

② カレント行をEQSL.CCへ送信します。
送信したコールサインには自動で送信済の［E］を記入します。

⑤ 自動送信後にEQSL.CCから確認の送信がありますが、これを非表示にする場合にチェックを入れます。

⑥ ｌｏｔｗからのダウンロードデータの一括取り込み
自動的に受領処理［R］登録、ＪＡの場合はＪＣＣ処理を行いますが、ＤＸＣＣリストへは未処理です。

⑦ 作成したコールサインには自動で送信済の［E］を記入します。



32

● クラブログ等への登録－１/4

登録方法の選択
チェックＯＮ＝自動送信

ＱＳＯ後の業務日誌登録時に自動的に送信
・選択個別送信方法

送信する部分のデータを選択しで個別送信が可能

直通ボタン未送信データのアップロード
クリックでカレントのデータを送信
何らかの理由で未送信となったデータを送信

環境設定

分類抽出より設定したい環境［CLUB、eQSL、LOTW、QRZ］を
クリックして［説明］を確認してください。

それぞれの接続場所との使用契約を済ませておく必要が有ります。
⇒ パスワードの登録など（一部有料有）

自動送信の設定場所（必須の場所のみ表示）関連項目も要チェック
［ CLUB_LOG ］

［CALKENSAKU（受信）］、［CLUB_QSLSEND]
［CLUB_PASSWORD］、［CLUB_MAILADDRESS］を設定

［ LOTW］
［LOTW_TQSLSEND］

［ QRZ］
［QRZPASSWORD］。［QRZACCESSONOFF］
［QRZACCESS_KEY］

［ EQSL］
［EQSLPASSWORD］、［EQSL_AUTOTX］

目次２へ

環境設定
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● クラブログへの登録－２/4
目次２へ

or 押下時の動作

［０］ 手動送信（右の様な日付選択画面を表示）
 右の作業画面が表示されクラブログへ未送信のデータを日付によ
り抽出ができます。
 抽出し、作成＆送信ボタンでクラブログへ接続し、
ＡＤＩＦファイルをアップロード出来ます。

［１］ セミ自動送信（日付選択画面を非表示）
 日付選択画面を省略して前回の送信後のデータを抽出され、
自動的にアップロード画面に接続されます。

ログサーチ貼り付け後のアップロード確認方法
※ ＬＯＴＷ、クラブログのサーバーの混雑状況によりタイムラグ

があります。

１ ＱＲＺ接続ボタンをクリック

２ 右の自局のコールサイン選択

３ 右図の様に結果が確認できます。

QRZ.COMにログサーチを張り付ける方法

次を参考にしてください。

貼り付け元 <https://ameblo.jp/jh1lmd/entry-12549875830.html> 

https://ameblo.jp/jh1lmd/entry-12549875830.html


クラブログアップ
環境設定により右図の様に動作が異なります。
環境設定で［0、1］選択の場合は
「“https://clublog.org/upload_html5.php”」へ接続し、

「JA5BGA.ADI（ｺｰﾙｻｲﾝ.ADI）」ファイルをアップロードします。
環境設定で［2］選択の場合は登録漏れを直接”realtime.php”へ送信します。

クラブログアップ内容表示

自局
［クラブログＱＳＯ］へ接続

クリックの都度、コールサイン欄の局の 検索局
［ラスト10表示］

クラブログ内での設定が必要です。

右のクラブログを表示するには
ここにチェックが必要
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● クラブログへの登録（チェック機能）－３/4
目次２へ
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● クラブログ等への自動登録停止－4/4
目次２へ

この項目は個別送信ボタンを作成し
たことから廃止します。

この項目に対しては使用
できます。
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● メイン画面各項目幅設定－２/2：各項目の表示幅設定手順

１ 下の枠内の各項目間のオレンジの境界線をマウスでスライドさせて好みに設定して表示幅を決定します。

※ 垂直カーソルの位置より大きな幅に設定すると水平スクロールが表示され表示行数（局数）がその分少なくなります。

２ 業務日誌取り込み等ボタンをクリック その他の設定方法（ツール内の次の画面からも設定できます。）

３ 「業務日誌各項目の幅環境登録」をクリックで環境に
登録します。

幅を［０］に設定するとその
項目は非表示となります。

目次２へ

ここをクリックでツール編へ移動
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目次２へＡＤＩＦファイルへコメント添付

環境設定に直接書き込んでください。

記入時の表示例

コメント欄にも表示されます。

起動初期には次の様にメッセージが表示されます。
固定表示とする場合は環境設定へ登録する必要がありますが、
一時的に変更したい場合はここを修正してください。

全てのＡＤＩＦファイルにコマンドとデータが追加されます。
この場所からは変更できません。（参考表示となります）
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目次２へ
クリック位置と同一データの検索

このボタンにより簡単に現在のリバースカーソルと同じデータを検索します。

通常はワーク欄にコピーしてそれぞれのボタンで検索しますが、これらの処理を省略して簡単に検索できます。

①［ V31MA等をクリック ］

② クリック

  結果

クリック選択の場所と
同一のものを２ｽﾄﾛｰｸ検索

②

①

結果

結果

結果

結果
①

①

①

手
順
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目次２へ

バンドスコープ画面の活用（バンドスコープからの検索）
マウス通過時にカーソルがハンドマーク になる場所は全て検索対象です。（空欄の場所は検索不可）

★ クリックはシングル or ダブルクリック

コールサイン（T・R）クリック：
そのバンドモードでの交信局をすべて表示します。

同一DXCC局の抽出：（例：489）をクリック
同一DXCC番号の全交信局を全て表示

同一ＩＯＴＡ局の抽出：
同一IOTA番号の交信局を全て表示

同一DXCC、周波数の局抽出：
（例：７、10、等）

同一DXCC番号、周波数の交信局を全て表示

同一ゾーン局の抽出：（例：OC-32）
同一ｿﾞｰﾝ番号の全交信局を全て表示

同一カントリーの局抽出：（例：3D2C）
同一DXCC番号、同一カントリーの交信局を全て表示

同一DXCC 、ﾓｰﾄﾞ局の抽出：
同一DXCC番号、モードの交信局を全て表示

同一DXCC、デジタルモード、詳細ﾓｰﾄﾞ局の抽出：
同一DXCC番号、モードの交信局を全て表示

デジタル部分のＱＳＯ確認で
FT4、FT8での交信済が確認できます。

こ
の
状
態
で
は
デ
ジ
タ
ル
が
1

本
化
さ
れ

個
別
モ
ー
ド
不
明
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目次２へ
オプション画面の位置設定

環境での登録位置

次の画面のＸ（横）位置を変更して表示

終了ボタンが隠れてしまった場合は項目名またはボタン等の無い位置をクリックしてください。

表示位
置変更



ＢＧＡＬＯＧ初めてのインストール時の設定事項：ＰＣにインストールするファイルや設定
（ＰＣへ初めてインストール時を含みます。）

データベースエンジン
ＢＧＡＬＯＧはアクセスのデータベース［BGALOG.ACCDB］を使用しています。 インストールマニアルをご覧に
これを動作させるためにマイクロソフトの無料配布の［AccessDatabaseEngine.exe］ なってください。
でＰＣ内にインストールする必要があります。 （ＰＣに1度入れるのみです。）

フォント
［0(ｺﾞｼｯｸ)］と［0 (ﾀｶｵｺﾞｼｯｸ) ］を明確にするためにフリーソフトの［ TakaoGothic.ttf ］
を標準としていますのでインストールしてください。

ＰＣの電源設定（スリープ状態にしないでください）

ＷＩＮ－１０の初期値の設定は節電のために一定時間使用しない場合はスリープとなり、
ディスプレー、ＨＤＤ（ＳＳＤ）の電源をｏｆｆとしてしまいます。

BGALOGのアップデートを実施
初期インストール時はプログラムのバージョンが
古くなっているため環境との不一致が発生する場
合がありますので早い時期でのアップデートを
実施してください。

ＰＣを変更時の処理
旧の［ＢＧＡＬＯＧ］フォルダー毎すべてを新し
いＰＣのルート（Ｃ：￥）へコピーしてください。
他の処理は不要ですが、上記各処理が必要です。
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目次２へ
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目次２へ
● ファイル内容確認
関連のファイルを表示しその内容から必要なコールサインなどを検索して確認できます。
内容はそれぞれのツールのツールにマウスを当ててツールチップヘルプを見てください。

よく使用する内容を定型化
定型テキスト直接表示ボタン 提携以外その他の検索

クリックするとフォルダー（ファイル検索画面となります）
書換登録
書き換えた内容で元のファイルに書き込みます。

ここに表示された内容は「書換登録」を行わない限り
元のファイルには影響が有りません。

● ファイル検索方法の例（年月_ALL.TXTから交信した内容を確認する）

をクリックしてその年月の［202401_ALL.TXT］を取り込みます。

次へコールサイン等を書き込み、検索を実施します。

次ページの様に結果が表示されます。
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このようにその局とのやり取りが表示されます。

ここに表示された内容は他の操作を実施するとメッセージが消えますが、「メッセージ（一時記録）.TXT」にも出力されています。
消えた場合は「メッセージ（一時記録）.TXT」ボタンで確認してください。



● 無線機コントロール：無線機別設定

クリックし、ＲＩＧ選択（無線機関連の設定が抽出されます。）

初期に起動したい機種の番号を設定
1台で使用の場合は「１」とします。
未使用の場合は「0」を指定

０：モードをコントロールしません
１：FT-5000、FT-2000、等のデジタルモードのコマンドのないもの
２：FTDX-101、FT-991、IC-7851、等Digitalのコマンドの使用できるもの

モード別のフィルターを
設定します。

CONFIG.TXTに設定している周波数とモードでＦＴ８、ＦＴ４のモード
を判定します。

ここに設定の上限周波数もモード設定の一部として使用します。
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目次２へ



● ＣＩ－Ｖからの周波数とモードの取り込み：ＬＩＦ－５９やＩＣＴ－１８（CT-17）を使用します。
ＣＡＴデータを疑似的にＣＩＶに変換したものを「ICT-17」等を通じて周波数を取り込みます。

ＪＴＤＸ等にリグのポートが使用され「ＣＯＭポートが足りない」ためにＢＧＡＬＯＧへのリグ周波数やモードが

取り込めない場合の方法）

注意：ＣＩＶ⇒ＣＡＴへの変換装置がないためにリグをコントロールできませんので無線機のＣＯＭポートが取得可能の場合などの場合
はそちらを選択してください。（注意：LIF-59 からはＫｈｚ単位以上の周波数が変化した場合のみＣＡＴラインに出力されます）
そのため、細かい１００Hｚ単位は不正確なものとなります。

ＬＩＦ５９等

（CAT ⇒ CIｰV 変換）

（ＣＡＴ⇒ＣＩ－Ｖ変換装置）

（ＣＡＴ⇒ライン）

（ＣＩ－Ｖハブ）

ＩＣＴ－１８等
(CI-V ハブ)

ＬＩＦが他の機器に使用されている場合
はICT-18（CT-17等）
を接続すると新たなポートが取得できま
すので、そのポートを
ＢＧＡＬＯＧに使用してください。
そのポートからＣＩーＶのデータを取得
します。

（ＵＳＢ：ポート）

環境設定等は次ページ

ＬＩＦ－５９：ＣＡＴ⇒ＣＩＶ変換
他の装置によりＣＩーＶが出ている場合は不要です。
LIF59の場合はアドレス＝［&H5E］です。

ＩＣＴ－１８（CT-17等）ハブ
他のプログラムで使用されていないことが条件です。
使用されている場合は、もう1個追加してください。
LIF-59のポートが他に使用されていない場合などで
使用可能の場合はそれを使いますので不要です。

Ａ
Ｎ
Ｔ
切
替
機
等

ＯＲ

目次２へ
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目次３へ
ペディション等の抽出 ： クラブログ登録、ペディション局、ウォンテット局で「星取表」未ＱＳＯ局を抽出

年間ニュー ： 当該年でのニューとなる局を抽出

： クラブログ登録、ペディション局、ウォンテット局で「星取表」未ＱＳＯ局を抽出

： 未交信のクラブログ登録、ペディション局、ウォンテット局で「星取表」未ＱＳＯ局を絞込表示

： 抽出済データの中から未ＱＳＯの局を絞り込みして表示

抽出結果例

その他は次で確認

P- 1 目次 P- 2 テルネット画面一覧 P- 3 テルネット画面検索ボタン（ＤＸＣＣ） P- 4 テルネットメ
イン画面 P- 5 Ｊ－クラスター検索ボタン P- 6 Ｊ－クラスターフィルター画面 P- 7 ＤＸＣＣ ⇔ Ｊ－
クラスター画面切替 P- 8 バンドスコープ等画面、（バンドスコープ、ペディション、ＤＸＣＣ） P-
9 バンドスコープ等画面の活用 P-10 局別星取表管理画面 P-11 ペディション局表示画面 P-12 テル
ネット画面オプション画面 P-13 補足説明（テルネット画面の終了・起動方法、テルネット画面の接
続について、リフレッシュボタン） P-14 その他のデータベース（他ＤＢ） －－－以下質問の多い内
容 P-15 リグの周波数から運用局名判別、その局の情報収集 P-16 フイルターから星取表ＱＳＯ済を
除く P-17 過去に交信済の局を除く P-18 ＩＯＴＡ局のみを検索 P-19 ＤＸスケープを活用した検索 
P-20 テルネットデータ画面の色、その他画面表示 P-21 バンドスコープの年間ニュー表示チェック
ボタン等 P-22 バンドスコープの「クラブログ、ペディション、ＤＸＣＣ」ＱＳＯ状況確認方法 P-
23 バンドスコープ画面オプション
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目次３へ
ＤＸＣＣ穴埋等ニューの局抽出 ： テルネットの取り込みデータからＤＸＣＣニューの局抽出

： 取込テルネットからＤＸＣＣリストのニューを表示（次のページに詳細があります。）

： ＩＯＴＡニューの局を表示

チェックボックスでオプション表示ができます。

その他の抽出
プリフィックス ： ワーク欄のプリフィックスと同じカントリーを抽出します。

周波数検索 ： ワーク欄に表示の周波数+/-［１ＫＣ］［５ＫＣ］の幅の登録を抽出します。
 ペディション等パイルアップでキョクメイを知りたいときに役に立ちます。

バンドモード欄絞り込み

絞り込み検索

周波数絞り込み １つのバンドに絞り込んで表示させます。
非表示周波数 バンドスコープに表示させたくない周波数にチェックを入れます。

モードの絞り込みは オプション内で設定
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目次３へ

ＤＸ穴埋ニュー、モードバンドニューの活用 ： ＤＸＣＣ登録Ｎｏｔコンファーム局を一発抽出
テルネットから時局のＤＸＣＣリストのニュー一発表示します。

ＤＸ穴埋ニュー抽出
テルネットから取り込んだデータの内自局
の穴埋以上のニューとなる局のみを抽出し
て表示します。

ＪＡ：ＪＡからのレポートのみ表示
JA+Local：JA近辺局を含めたレポート
その右：JA近辺からのNew分表示

モード・バンドニュー抽出
テルネットから取り込んだデータの内自局の
ＤＸＣＣ上のニュー（バンド［チャレンジ］、
モード）となる局のみを抽出して表示します。

                                             通常表示

例：［50_DIG］内はニューとなる内容 例：［=6M=］(=)月はDXCC登録上カウントされる内容

例：</ R> ⇒ 左：カードの発送状況、中央：QSLカード受領状況、右：LOTWヒット状況
 ↑(R)のある局はLOTWがＯＫを意味します。
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● 交信状況表示やリストが不一致となった場合（ＦＴ８、年間ニュー、ＤＸＣＣ）
テルネット側のＤＸＣＣはメイン側のＤＸＣＣの複製であり、常時同期をとっていません。
そのため使用しているうちに交信データの削除・変更などによりメイン側と不一致となる場合があります。
また、年間ＤＸＣＣなどはメイン側にはデータがありません。
これらを次のボタンにより修正することが出来ます。

いずれのボタンも同じです。
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● ＦＴ８（４）、Ｑ６５からの取込周波数：キャリア（基本）周波数の取込

次のチェックオプション「FT FRQ」未チェックの場合は標準でキャリア周波数へ変換して取り込みます。
（テルネットの検索画面 ＆ バンドスコープ画面のみをコントロールします。）
「キャリア ＋ シフト周波数」で取り込みたい場合は、チェックを入れて使用してください。
（設定状況は環境へ自動登録します。－> 環境のバージョンを変更しましたので環境とプログラム不一致に注意願います。）
同時にリグもキャリアー周波数となります。

目次３へ
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ＢＧＡＬＯＧでの設定場所（環境設定、CONFIG.TXT）

環境設定
八重洲の機種であっても［ICｰ&H5E］の様にその機種のアドレスで登録

RIG_No1NAMEは使用している［FT-9000、FT-5000］等適宜でＯＫ

次の様に［1］の［周波数から判定］を選択（最新機種は［2］を選択）

モードの上限周波数を好みで設定
（第２優先）

CONFIG.TXT
ＦＴモードの判定に使用しこの設定が（最優先）となります。

51

ＣＯＮＦＩＧ．ＴＸＴへ周波数とモードを記載している場合は最優
先で設定されます。
［Khz］以下は無視されますので［.0］としてください。（フォー
マットに注意：コロンとドット）

環境設定等（前ページに続く） を選択
目次２へ



〇 年間ＱＳＯ、ＤＸＣＣ欄の整合：ＤＸＣＣリストとＦＴ８画面の内容が異なっている場合の整合方法

一般的なＤＸＣＣリスト等の整合方法
メイン側 ： マスターのＤＸＣＣリストを使用し、通常の登録時にはそのカントリーリストと自動整合を実施

「全カントリー再整合」ＱＳＯデータを業務日誌欄を追加・削除等で不一致となった場合は
「ＦＴ８保守」「ＤＸ保守」により整合の実施ができます。（業務日誌全体で整合のため
処理時間がかかります）
「ワーク欄記入のカントリーのみ再整合」（処理時間は一瞬です）

ＴＥＬＮＥＴ ： ＰＣ起動時にメイン側のリストをコピーしたものによりテルネットの入力時のデータをチェック
メイン側と同期をさせる

年間ＤＸＣＣ ： 年間ＤＸＣＣリスト（テルネット画面で管理）ＱＳＯ直後に正しくないなどの場合

ＦＴ８画面 ： テルネット側のＤＸＣＣリスト、により表示

ＦＴ８画面のみでＤＸＣＣ、年間ＤＸＣＣ、過去のＱＳＯ状況などがおかしい場合
次を順次実施してください。

・メイン側リフレッシュ ・テルネット側 ・バンドスコープ内
リフレッシュ 「年間」

（年間DXCCリストを更新し
［年DXCC.TXT］を作成(更新)）

業務日誌画面内容とリストがおかしい場合
過去のデータを手動で修正した場合等でリストと不一致となった場合：データ量に元ずく処理時間が必要）

①

③高速処理

②要時間

④

⑤

52
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ＩＣ－７８５１等の最新機種でのコリジョン（データの衝突）防止：桑原OMのCT-17を利用しての設定方法

［ＩＣＴ－１８（CT-17）等］
   ＣＩ－Ｖのラインで共有
（COM③:リグコントロール端子）

ＣＴ－１７のコムポート③を指定
（JTDXと逆でもＯＫ）
BGALOGからはモードのみ要求、周波数はリグ
より自動垂れ流し

仮想のコムポートを指定
（BGALOGと逆でもＯＫ）

COM④:JTDX、
COM⑤:PTT

要変更

コムポートの衝突
を避ける
コムポートは共有が不可

ＣＩ－Ｖ内に複数の機器からのコールによる衝突（ｺﾘｼﾞｮﾝ）を避ける
１つのライン上に多くのデバイスからの要求が行われますと当然コリジョンを起
こしてしまいます。
これを避けるための方法です。
この方法はリグ側で行う必要があります。 53
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ＦＴ－ＤＸ１０１（FT-991）でＦＴ８：リグの設定、ＪＴＤＸ等、設定方法
ポート番号は各自の接続により変化します。
それぞれのラインのボーレイトは一致させておく必要があります。
以上で特別なツールを使用しなくともＯＫです。

⑩接続でCOM4、COM5、⑪接続でCOM11が
作成された場合の例

注意：BGALOGは［AI;］ｺﾏﾝﾄﾞを使います。JTDXは［FA;］ｺﾏﾝﾄﾞで秒単位での取得
リグのRS-232Cは［FA;］ｺﾏﾝﾄﾞOK［AI;］ｺﾏﾝﾄﾞは使用不可（ﾎﾟｰﾄの指定方法に要注意）

ＪＴＤＸ側の例

PC⑩にUSBを接続するとCOM4、COM5が作成さ
れた場合
COM4をBGALOGへ接続します。
シリアルポートに「USBtoｼﾘｱﾙｹｰﾌﾞﾙ」を接続した
場合に作成されたポートCOM⑪をJTDXのリグとし
て割り当てます。
COM5はPTTコントロールとして使用します。
注意点：リグに合わせたケーブルは通常ラインがリ
バースされております。
それにより接続に失敗して使用できない場合はリ
バースの変換器を購入してストレートに戻してくだ
さい。（八重洲の設計ミス？）

USB端子 RS232C端子

当方の購入例

＋

USB端子 RS232C端子

ＣＯＭ１１ ＣＯＭ５

9600

リグ主な変更設定場所：RADIO SETTING、
MODE PSK/DATA:MIKE REAR、DATA⇒USB
OPRATION SETTING、
232C RATE4800⇒9600(適宜)、ｷｬｯﾄRTSOFF、

54
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ＦＴ－ＤＸ１０１ 設定（ＦＴ８関連変更部分のみ）
ＲＳ－２３２ＣをＦＴ８で使用してＢＧＡＬＯＧをＵＳＢ経由で使用する方法

ＲＡＤＩＯ ＳＥＴＴＩＮＧ
ＰＳＫ／ＤＡＴＡ（黄色のマーカー部分以外は好みで使用）

★ ＬＣＵＴ ＦＲＥＱ ３００Ｈｚ ⇒2００Ｈｚ
★ ＨＣＵＴ ＦＲＥＱ ３０００Ｈｚ ⇒ ３０００Ｈｚよりいくらか大きい数字
★ ＴＸ ＢＰＦ ＳＥＬ ３００－２７００Ｈｚ ⇒ ５０－３０５０Ｈｚ
★ ＤＡＴＡ ＭＯＤＥ ＳＯＵＲＣＥ ＲＥＡＲ
★ ＲＥＡＲ ＳＥＬＥＣＴ ＤＡＴＡ ⇒ ＵＳＢ
★ ＲＰＴＴ ＳＥＬＥＣＴ ＲＴＳ（八重洲の推奨）

画面内のＲ．ＦＩＬ
★ Ｒ．ＦＩＬ ３Ｋｈｚ

注意：以上でＦＴＤＸとＦＴーＤＸ１０１ＭＰ間、相互に完全コントロールできます。
あとは、各フィルターを好みで設定してください。

Enhaced COM Port を使用します。
Standard COM Port はPTT用ですのでCAT
コントロールとした場合は使用しません。
CATを使用しない場合はJTDXにそのポートを
記載してください。
Enhaced COM PortをJTDX等に使用した場合
はBGALOGでのコントロールが出来なくなり
ます。

COM5はキャット仕様の場合は未使用
キャット以外の場合はＲＴＳを通してＰＴＴをコント
ロールします。

リグに設定

指定なしとすると高調波の幽霊に注意が必要
送信はサブで使用するため［リグ］を選択
［Fake It］とするとメイン側の周波数がJTDXにコン
トロールされ取込周波数が変化します。
 （スプリット周波数を加算）
スプリットに設定するとリグの［ＡorＢ］のいずれか
がコントロールされます。

ＰＣのサウンドを指定するとスカイプやＰＣのサ
ウンドとコリジョンを起こしてしまい、デコード
率が悪くなります。
（上のコーデックがある場合はこれを指定してく
ださい。）

この画面の右上のポートに合わせます。

リグ、ＰＣ、ＦＴ８とセットです。
以下はデフォルトでも動作？する

（八重洲のリグはなぜか２に設定されています。）

目次３へ



ＦＴ８からのコールサイン取り込み時の周波数の扱い
リグの設定、ＪＴＤＸ等、ＬＯＧ間のいずれかが非同期の場合の設定方法

周波数不一致の場合、初期値は「0」で右のようにその都度確認があります。

無線機、ＦＴ８、ＢＧＡＬＯＧを全て同期できていない場合の周波数の扱いに
ついてその状態により取り込む周波数が異なってきます。
いろいろな意見と要望がありましたので各自の扱いに合わせて選択出来る様に
オプション化しました。

リグ、ＬＯＧ、ＦＴ８のソフト 間の全てが同期出来ている場合は差異が発生し
ませんのでこの処理は不要です。

ＪＴＤＸ等からの周波数はキャリア＋サブとなっています。
ＬＯＧへの取り込み時はそのキャリア周波数に変換して取り込みます。
一応キャリア周波数はチェックしてプログラムしていますが、キャリア周波数
が正しくない場合はプログラム内で修正しますのでレポートして
ください。
定型的に取り込む場所を固定したい場合はメインオプションで
事前に変更設定してください。

直接修正する場合の環境設定の場所は次の場所
次により各自の使用方法に応じて選択してください。
（初期値は「0」となっています。）
（FREQ or FT8 で絞り込んで変更してください。）
0 03000210   FT8inputFRQ  0  || ＦＴ８とＬＯＧのバンド差異時の周波数の扱い。

０＝その都度選択、１＝BGALOGの周波数優先、２＝ＦＴ８の周波数優先 :#  FREQ FT8
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ＦＴ８デコード：ＣＰＵの能力とデコード設定について  帯域幅を200～3000に狭める

デコードの最適設定方法：意外と見ていない説明文を紹介します。 ※ 開始帯域幅

次の例では「Lag」がまだ[+0.4]より少ないのでデコードを深くしてもＯＫですが、 [+0.4]より大の場合はデコードを浅くしてください。

/10 ＝デコード件数
この部分にマウスを当てると表示されます。

ｔｉｍｅＬａｇ
数値はデコードの都度変化します。

ｔｉｍｅＬａｇ
デコードは多い方がよいのですが、
タイムラグを少なくしないと相手
とのタイミングがずれ交信が出来
なくなるなどの問題が発生します。

★ 相手とのリトライ回数の
 多い方は要注意

現状の設定状況

デコード数を浅く（速度優先）に変更すると次の様に 
0.33⇒0.04と数値が改善できます。

ＣＰＵに合わせて選択

★ 0.4を超える場合の対処方法
・ デコード数を浅く（速度優先）に設定変更する
・ ウォーターフォールの帯域幅を狭くして負担を軽くする
・ 2.0を超える場合はＰＣをＣＰＵ能力の高いものに交換が必要

57
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ＦＴデコード取込画面－１

★ 説明を表示
ヘルプ表示にマウスを合わせる
その他は各ボタン等にマウスを合わせる

★ 先頭の検索状況記号の意味

記号 左から4バイト
（4バイト超えの場合は4バイトまで表示）

C ： クラブログ登録局（自動表示）
P ： ペディション登録局（自動表示）
W ： ウォンテット登録局
< ： ウォンテット登録局が呼ばれている
# ： ウォンテットカントリー登録局
M ： 自局のコールサイン表示
* ： メイン画面コールサイン欄記載局
ﾚ ： ［局 or 登録ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ］登録
$ ： 年間ニューでバンド未交信局
L ： ＬＯＴＷ登録局(オプション表示)

★ 最前面に表示
にチェックを入れると最前面に表示

★ 表示内容の消去
をクリック
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ＦＴデコード取込画面－２

★ 複数のウォンテット局を登録し表示の都度確認する
半角のｽﾍﾟｰｽ区切りで登録

★ 珍カントリーや集中的に交信したいカントリーを表示
半角のｽﾍﾟｰｽ区切りでＤＸＣＣリストのカントリーを
登録

★ 簡単「登録・削除」
メインの［コールサイン］［プリフィックス］を登録
登録：Ａボタン
削除：Ｄボタン

★ メインの検索局の「表示・削除」
メインのコールサイン検索局を表示
その局が見えると記号欄に［＊］で表示
コールサイン状態をクリックすると削除

★ マニアル表示

を表示
（この画面とは別の「FT8-JT65.pdf」をＮＷ経由で表示します）

目次３へ
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ペディション画面

クリック

クリック

交信局を表示し、該当局がテルネットにも登録されていれば抽出画面に表示

クリックの都度ドグルスイッチ

［ｽﾍﾟｰｽ]

［T］

［R］

［ｽﾍﾟｰｽ]

※ クラブログで確認したものを記号で
参考登録しておきＱＳＯ管理をしま
す。(参考での登録一時管理)

連
携

クリックしてペディション終了のファイルを適宜削除してください。

目次３へ



画面の表示位置、標示・非表示、調整したい：画面が再表示ができなくなった、現在表示の位置を記憶させておきたい等

画面の位置を設定したり初期化したい。

・ 全ての位置を初期化 メイン画面、テルネット画面、ペディション画面

FT画面、ＲＴＣ画面、分析画面、キーパット画面
印刷画面、ＧＬマップ画面、メッセージ画面、
写真画面、キーパット、の画面を初期化

・ 部分的に位置を変更・初期化 ・ メイン画面の項目幅の調整、表示、非表示 設定
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ここをクリックでメイン画面での設定へ移動
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外部ソフト（ADIFﾌｧｲﾙ）からの取り込み、デュープチェック
目次４へ

インポート

１ ファイルを選択
ボタンをクリックしてＡＤＩＦファイルを選択し

ます。
選択を行うとすぐ上のテキストボックスにファイル

名が表示されます。

２ ［上記以外の全てのプログラム］をクリック
取り込みが開始されますので進捗バーが消えるまで
お待ちまださい。

※ 取り込むファイルの内容確認［ファイル表示］
［ファイル表示］ボタンにより取り込むファイルの

内容が右のテキストボックスに表示され確認ができま
す。

※ デュープがあってもそのまま取り込みますが、取り
込み後に［重複取込データ自動削除］ボタンにより削
除することができます。

デュープチェック（重複ファイルの自動削除）
・ 重複取込データ自動削除

ボタンをクリックすると①同一コールサイン、②同一日時、③同一周波数、④同一モード、のデータがあれば自動的に削除されます。

削除されたデータは右のテキストボックスに表示され、“C:¥BGALOG¥MSG.TXT”にもその内容が書き込まれますので事後確認を
行うことが出来ます。



〇 未解決エラー：ＴＣＰＩＰ接続等

★ テルネット接続時のエラー
テルネットはセッションにより常時接続状態を維持しています。
この回線がなんにかの原因で一旦切れるとＰＣが接続状態であると認識しているためにＢＧＡＬＯＧ側から再接続を要求し
ても無視されコントロールが効かなくなりエラーが連発しだします。

★ リグやＲＴＣなどのハートウェアーコントロール時のエラー
この場合も上記同様で処理ができなくなる場合があります。

・ 対応策（BGALOGの再起動［PCのｼｽﾃﾑはそのまま使用ＯＫ］）
ＢＧＡＬＯＧを一旦終了させてから、再起動を行ってください。

★ 登録済データ不良によるエラー
プログラムを正しく動作させるにはは次のルールを守って登録
しなければなりません。

・ 文字、日付、数字、等の型、等
・ 入力文字数の最大値、未入力（ヌル）、等
・ ＤＸＣＣ番号（3桁の数字）などの項目特有の桁数、等
・ ＤＸＣＣ番号、ＩＯＴＡなどのように必要な場所に定められた必要な記号、等

これらについては入力の都度チェックを行い、想定していたエラーに対しては自動で補正していますが、想定外のデータが
登録されてしまうと次回の検索時等に失敗してエラーが頻発します。

・ 対応策
右画面の「メイン画面のツール」から ⇒  の各項目ボタンをクリックしてそれぞれのデータを補正
してください。

再起動しても再度エラーが発生する場合

相手のサーバーが
メンテナンス等で
ＮＷに見えない場
合が有ります。

BGALOG再起動直後に接続先を変更してから再
度、再起動を行ってみてください。
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● ヌルチェックエラー：ヌルチェックエラーの発生と解決方法
BGALOGはデータベースにインデックス（唯一無二）を設定して高速な検索を実現させています。
また、検索時にデータベースに何も記入されていない（ヌル状態は第3の文字種？）部分があると文字の種別（数字、日付、テキスト、など）が

異なることから検索ができなくなりその部分にぶつかるとエラーが発生します。（検索は文字種別と検索文字のセットで検索します。）

インデックスエラー：
このインデックス部分は「唯一無二」でなければなりません。

ヌルチェックエラー：
例えばプリフィックスを部分を検索しようとした際に何も入力されていない未記入部分（ヌル状態）は「半角のスペース（テキスト文字種）で

あれば検索対象なしてＯＫですが、ヌルの場合は第3の文字種」であり異なる文字種のため検索そのものに失敗してエラーとなります。
（現在のデータベースの弱点であり、プログラム上は半角のスペースを挿入してこれが発生しないように工夫をしていますが、デリートボタン

で削除した場合に問題となります。）・・・このヌルを発見するために各所にチェックして補正する仕組みとしています。

対策方法

右の各ボタンにて確認して修正してください。

メイン画面
⇊

ツール
⇊

不正データチェック・自動補正
⇊

各ボタンで「エラーはありませんでした。」を確認
⇊

エラーがある場合はその行をクリック⇒メイン画面に表示
⇊

修正
64
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● ワンドライブの弊害（毎回起動の都度バージョンアップが表示され、バージョンアップ直後はｏｋであるが再起動でバージョンが古くなる場合

ワンドライブは他のＰＣ間の共有が出来たり、ＰＣの入れ替え時にワンドライブの内容が自動的に新のＰＣに取り込まれたり非常に便利ですが、
次の点に注意してください。
ショートカットボタンを使用している場合次の症状となる場合、

ショートカット バージョンアップの案内が出る プログラム終了 再起動 原因

ボタン （バージョンアップ直後は正常に起動） （正常に終了） 再度バージョンアップの案内が出る

クラウド内にショートカットがあり
ショートカットのリンクがＢＧＡＬＯＧ
フォルダー以外となっている

原因
クラウド内にＢＧＡＬＯＧ．ＥＸＥがあり、バージョンアップでは、クラウド内のものが書き換わっていない。

エラーとなる理由
［ＢＧＡＬＯＧ．ＥＸＥ］はどのフォルダーにあってもデータ［BGALOG.ACCDB］は［C:¥BGALOG］内のものを使用します。
このため、プログラムは新しいがデータが古いためにプログラムとデータのバージョン違いによりエラーとなってしまいます。

使用時の確認項目
次の場所を確認して修正してください。
ボタンのプロパティを確認

目次４へ
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複数無線機のコントロール（BGALOGからのコントロールは最大３台）

複数の無線機をコントロールする当方の事例を紹介
※ COM番号は使い分けの参考値です。

ＩＣＴ－１８
(CI-V ハブ)

ＬＩＦ５９(COM6)

（CAT ⇒ CIｰV 変換）

RS-232C端子(COM3)

BGALOG無線機１

USB to RS-232Cケーブル

USB端子

RS-232C端子
(注:ｽﾄﾚｰﾄｹｰﾌﾞﾙ、ﾘﾊﾞｰｽｹｰﾌﾞﾙは不可)

ＡＮＴ－５７(1.9～50Mhz)
(CI-V ハブ経由アンテナ切替機)

FT8 CAT接続

これより先はCI-V接続

USB端子(COM4)

BGALOG無線機２

無線機２：FTDX101MP
ＦＴ８(4)専用

無線機１：IC-7800
ＦＴ８以外のモード

赤文字 部分、RTCはJA4BUA桑原OMの作成です。

リモート端子

部分のみ手動切替え

ＢＧＡＬＯＧによるコントロール内容
・２台のリグ切替え
・アンテナ自動切替え
・ローテーターコントロール
・ＦＴ８、周波数、等々
・IC-7800=COM3、FTDX101=USB仮想のCOM4

ＦＴ８コントロール
・都度の設定を変えないために無線機２をＦＴ８専用
・無線機１はその他のモードで使用
・ポートはLIF-59のCOM6を指定
・PTTは仮想ポートのCOM５を使用（仮想４は
BGALOG）

コントロール
ＣＩ-Ｖを基準としたコントロール
FTDX101MPにおいてはBGALOGか
らはCATでAIコントロールします。
ＡＮＴ切替機等については、LIF59に
よりCAT⇒CIｰV変換して統一を図っ
ています。

Ｂ
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ラ
イ
ン

Ｂ
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ラ
イ
ン

JTDXﾗｲﾝ

ｱﾝﾃﾅﾗｲﾝ

ｱﾝﾃﾅﾗｲﾝ
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バックアップと回復
BGALOGは［C:¥BGALOG¥BGALOG.ACCDB］
がメインのデータです。
このデータをバックアップしておけば復帰は「C:¥BGALOG¥」フォルダーへ上書きするとその時点のデータに戻ります。

バックアップの方法
・手動バックアップ

でバックアップできます。

・自動バックアップ
各自の指定した場所に日付変更時（０時）に自動保存

「Ｃ:BGALOG￥Ｄａｙｂａｃｋ」内に終了時

の日付「01⇒02⇒03⇒・・・・⇒31」のフォルダ内に
自動的に［BGALOG.ACCDB］が作成されます。

復旧の方法

選択した［BGALOG.ACCDB］を

［ C:¥BGALOG¥BGALOG.ACCDB ］

① ②

①②

③
③
④

④

毎日の日付のフォルダー内に［BGALOG.ACCDB］
［登録分DT.TXT］が終了時に自動で作成されます。
日付のみで作成され日付のみで上書き保存されてい
ます。１か月未満であれば終了日時の日付のデータ
が残っています。

ミスの有った直前の日付で復旧可能

～

登録分DT.TXT
はその日の登録
内容

上 書 で 復 活

フォルダ内

最重要
ファイル

強制切断ファイルが壊れた
操作ミスでファイルが消えた
不要なデータをインポート
複合検索＆書換処理に失敗

C:¥BGALOG¥BGALOG.ACCDBへ

上書きで一発修正



コムポートが１つしか無い無線機でのＦＴ８やＣＷ、SSB、等をコントロールする方法の提案
ＦＴ８を行うには次の様にコムポートが必要となります。
コムポートは先取り者優先となり共有が出来ません。
・ ＢＧＡＬＯＧ：リグのコントロール（周波数、モードのやり取り）
・ ＦＴ８ ：リグのコントロール（周波数、モード、ＰＴＴのやり取り）

ＢＧＡＬＯＧ及びＪＴＤＸ（ＷＳＪＴ）の双方からコントロールするには

対応方法

1 市販プログラムで仮想ポートを増やす。
・ その他「ＲＳ２３２Ｃ」が使用できる機器、「ＣＩ-Ｖ(ｱｲｺﾑ)」がある機種については、

既に記載しているページを参照してください。
・ 「 com0com 」インストールでポートを増やす。 （次ページ）

2 手間であるがモード別に使い分けて使用する
ＳＳＢ、ＣＷ、ＲＴＴＹ
・ ＪＴＤＸを起動しない。

ＦＴ８(４)
ＪＴＤＸ等使用時については、ＢＧＡＬＯＧは無線機を使用しないに設定

3 ＢＧＡＬＯＧについてはリグコントロールは行わない。
切替が煩わしい場合は割り切ってＢＧＡＬＯＧからのコントロールは使用しないに設定

注意：

ＪＴＤＸが取り込んだ「データ、交信済コールサインの自動取込」についてはＰＣのポート(2333)経由で取り込みますの影響はありません。

仮想ﾎﾟｰﾄ（2ﾎﾟｰﾄ）作成されるが
1つはﾘｸﾞのﾏｳｽ､ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ専用

図の例：
（FT-710）

1USBのみ

が利用可

68

当方はＣＯＭ３をＲＳ２３２Ｃに
つないてＪＴＤＸと連携させてい
ます。

1つのポートを2つに増やす
：仮想コムポートのインストール

周波数をコントロール出
来るﾎﾟｰﾄが1つしかない

使い分け

目次４へ
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仮想コムポート新規作成（テスト状況報告）

仮想シリアル(COM) ポートドライバ「com0com」によるシリアル通信
リンク先⇒「（仮想シリアル(COM) ポートドライバ「com0com」によるシリアル通信 - Qiita）」

ここに接続して内容を理解してください。

インストール前は（com４）で使用中

ＪＴＤＸで使用中

https://qiita.com/yaju/items/e5818c99857883a59033
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ＪＴＤＸ、ＷＳＪＴのデータマージ（ＢＧＡＬＯＧから出力し整合を図る）

ＢＧＡＬＯＧのデータからＪＴＤＸ、ＷＳＪＴへマージしたデータを送る方法
それぞれ個別のデータを作成してしまいますのでデュープなどが一目瞭然とならず、
ＢＧＡＬＯＧとの三者が不一致となります。
これをＢＧＡＬＯＧのデータにより１本化したものをそれぞれのフォルダーにコピーします。

① ＪＴＤＸ、ＷＳＪＴのフォルダー名を事前に正確に確認して次に書き込みます。

確認方法（ＪＴＤＸの例）：ファイル選択
1 ログディレクトリーを開く
2 WSJTX_LOG.ADIを右クリック（パスのコピーを選択実施）
3 ②JTDXのテキスト欄に貼り付け ⇒ “C:¥Users¥ja5bg¥AppData¥Local¥JTDX¥wsjtx_log.adi”

赤いアドレス部分のみを貼り付け

② ボタンをクリック

作成確認で確認します。（進捗状況終了後に③クリックで終了です。）

③

確認後不要ファイル

以上でエラーが無ければ完了です。

実施時の注意事項
ＪＴＤＸ、ＷＳＪＴ は終了させてから実施してください。
アドレスの記載誤りが有るとエラーとなります。
ＢＧＡＬＯＧに未登録のデータが有る場合は次ページ

作成したファイル（日付を確認し終了）

目次３へ
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ＪＴＤＸ、ＷＳＪＴの未登録データをＢＧＡＬＯＧに取り込む

ＪＴＤＸ、ＷＳＪＴからＢＧＡＬＯＧへ取りこぼしたものを取り込む方法

通常はないと思いますが、もし取りこぼしが有る場合は次により取り込めます。

デュープチェックを１件ずつ行いながら取り込みますので非常に時間がかかります。
（大量の場合は時間単位となり、開始後はストップできません）
低能力のＰＣではお勧めできません。
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